

















示説明会を午前 11 時、午後 2 時、午後 4 時の 3
回にわたって担当したが、毎回 15 名から 20 名ほ
どが参加され、熱心に話を聞いておられた。マイ
クを片手に、山田兄弟の生い立ちに始まり良政が
1900 年に孫文による恵州起義に参戦し戦死した
こと、弟の純三郎はその遺志を受け継いで孫文の
側近として活躍し、その行いが日本敗戦直後にお
いても中国国民政府から高く評価されていたこと
などを話すと、参加者の多くは大きくうなずいて
いた。また、東亜同文書院のあらましゃ、卒業年
次生が毎年行った大旅行、中国語教育などについ
ても説明し、この東亜同文書院、さらには愛知大
学についても関心を持って頂いたように感じた。
票要里苦勢さ学記念センター武井義和
アンケートでは展示全体の感想について「展示
物の説明がよかったj のほか、 f大変資料が豊富j、
「知らない事ばかりだったので勉強になったJ、「も
う少し山田兄弟のことを知りたいと思ったj など
の言葉を頂いた。ある女性が「弘前でこんな人た
ちが誕生したなんて知らなかったJ とおっしゃっ
ていたように、彼らを知っている弘前市民は意外
に少ない。その理由として、彼らが早くから中国
に渡ったことが関係しているようであるが、見学
された方々は一様に資料に見入札山田兄弟への
関心を強く持たれた様子であった。
現在、記念センターには山田兄弟に関する握大
な量の資料が保管されているが（一部は常設展示
室で公開）、弘前市民に山田兄弟、さらには愛知
大学のことを知って頂く良い機会になったと思
う。是非ともまた弘前市で資料展示を行いたいと
思った次第である。
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